
OCTOBER 2016

　

８
月
27
日
と
28
日
の
２
日
間
、
ケ
ニ
ア
の

首
都
ナ
イ
ロ
ビ
で
、
第
6
回
ア
フ
リ
カ
開
発

会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅵ
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
や
、
ケ
ニ
ア

の
ウ
フ
ル
・
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
大
統
領
な
ど
35
カ

国
の
ア
フ
リ
カ
首
脳
を
は
じ
め
と
し
た
３
０

０
０
人
以
上
の
参
加
者
が
、
ア
フ
リ
カ
の
さ

ら
な
る
発
展
に
向
け
て
議
論
し
ま
し
た
。

　

会
議
の
終
わ
り
に
は
「
ナ
イ
ロ
ビ
宣
言
」

が
採
択
さ
れ
、
ア
フ
リ
カ
の
新
た
な
課
題
に

取
り
組
む
た
め
、①
経
済
の
多
様
化
と
産
業
化

を
通
じ
た
経
済
構
造
転
換
の
推
進
、②
生
活
の

質
の
向
上
の
た
め
の
強
じ
ん
な
保
健
シ
ス
テ

ム
の
推
進
、③
繁
栄
の
共
有
の
た
め
の
社
会
的

安
定
性
の
推
進
｜
の
３
つ
の
優
先
分
野
が
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
政
府
は
、

具
体
的
な
支
援
の
た
め
、
２
０
１
６
年
か
ら

18
年
ま
で
の
３
年
間
で
３
兆
円
に
上
る
、
官

民
共
同
で
の
ア
フ
リ
カ
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
13
年
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅴ
で

表
明
さ
れ
た
目
標
の
17
年
ま
で
の
達
成
と
と

も
に
、
今
回
発
表
さ
れ
た
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
う
ち
、①
ア
フ
リ
カ
開
発
銀
行
と
の
協
調
に

よ
る
最
大
33
億
米
ド
ル
（
３
３
０
０
億
円
相

当
）
の
融
資
、②
Ａ
Ｂ
Ｅ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の

継
続
、
カ
イ
ゼ
ン
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
な
ど
に

よ
る
産
業
人
材
の
育
成
、③
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

ヘ
ル
ス
・
カ
バ
レ
ッ
ジ
（
U
H
C
）
の
推
進
と

「
食
と
栄
養
の
ア
フ
リ
カ
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」

な
ど
保
健
分
野
で
の
協
力
｜
と
い
っ
た
具
体

的
な
支
援
策
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

会
議
と
並
行
し
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
８
月
25
日

か
ら
28
日
ま
で
の
４
日
間
に
わ
た
り
、
ア
フ

リ
カ
と
日
本
、
国
際
社
会
が
直
面
す
る
新
た

な
課
題
に
つ
い
て
の
18
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。
28
日
に
は
、
北
岡
伸
一
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
理
事
長
が
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
、
カ
ガ

メ
・
ル
ワ
ン
ダ
大
統
領
、
サ
ー
リ
ー
フ
・
リ
ベ

リ
ア
大
統
領
、
オ
バ
サ
ン
ジ
ョ
・
ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
元
大
統
領
、
ア
デ
シ
ナ
・
ア
フ
リ
カ
開

発
銀
行
総
裁
、
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
・
米
国
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授
を
招
き
、
ハ
イ
レ
ベ
ル

パ
ネ
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
各
パ
ネ
リ
ス
ト

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
期
的
視
点
か
ら
、
21
世

紀
半
ば
に
向
け
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
提

起
。
北
岡
理
事
長
が
、
ア
フ
リ
カ
と
日
本
・

国
際
社
会
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
や
、
ナ
イ

ロ
ビ
宣
言
実
現
の
た
め
の
国
際
的
支
援
の
重

要
性
を
強
調
し
て
議
論
を
終
え
ま
し
た
。

第６回アフリカ開発会議（TICADVI）、ケニアで開催 01

03太平洋島嶼国におけるリーダー育成留学プログラムが始動

02　ネパールで航空輸送の安全性を向上
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
８
月
31
日
、
ネ
パ
ー
ル
連
邦

民
主
共
和
国
政
府
と
の
間
で
「
主
要
空
港
航

空
安
全
設
備
整
備
計
画
」
を
対
象
と
し
て
14

億
５
２
０
０
万
円
を
限
度
と
す
る
無
償
資
金

協
力
の
贈
与
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
で
は
、
ネ
パ
ー
ル
唯
一
の
国
際
空

港
で
あ
る
ト
リ
ブ
バ
ン
国
際
空
港
を
含
む
ネ

パ
ー
ル
国
内
の
主
要
８
空
港
に
お
い
て
、
航

空
安
全
設
備
な
ど
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

航
空
機
の
目
的
地
空
港
へ
の
誘
導
及
び
着
陸

の
安
全
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ネ
パ
ー
ル
は
国
内
の
約
75
％
を
険
し
い
山

岳
地
帯
が
占
め
、
そ
の
地
形
的
特
徴
か
ら
、

空
路
は
重
要
な
移
動
・
流
通
手
段
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、ネ
パ
ー
ル
国
内
の
空
港
は
、

滑
走
路
の
位
置
を
示
す
航
空
灯
火
や
滑
走
路

へ
の
進
入
を
支
援
す
る
無
線
装
置
な
ど
の
航

空
安
全
設
備
の
不
備
な
ど
が
原
因
で
、
航
空

安
全
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
で
は
、
ネ
パ
ー
ル
国
内
の
主
要
８

空
港
に
お
い
て
、
航
空
機
に
進
入
方
向
を
示

す
ロ
ー
カ
ラ
イ
ザ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
航
空

安
全
設
備
な
ど
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ネ
パ
ー
ル
国
内
の
空
港
の
安
全
性
向
上
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
８
月
か
ら
、
大
洋
州
諸
国
の
開

発
課
題
の
解
決
に
必
要
な
専
門
知
識
を
備
え

た
中
核
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、
J
I
C
A

研
修
員
と
し
て
日
本
国
内
の
大
学
院
の
修
士

課
程
や
省
庁
・
地
方
自
治
体
な
ど
で
の
実
務

研
修
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
の
機
会
を
提
供

す
る
「
太
平
洋
島
嶼
国
リ
ー
ダ
ー
教
育
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
（P

acific-LE
A
D
S

）」
を
開
始
。

第
１
期
研
修
員
と
し
て
、
大
洋
州
10
カ
国
か
ら

41
人
が
来
日
し
ま
し
た
。
研
修
員
は
、
沖
縄

で
約
3
週
間
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受

け
た
後
、
国
内
各
地
の
18
大
学
20
研
究
科
の
修

士
課
程
に
入
学
し
、
約
２
年
間
、
学
ぶ
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

昨
年
５
月
の
第
７
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト

で
、
安
倍
総
理
は
、
大
洋
州
諸
国
の
脆
弱
性
の

緩
和
お
よ
び
克
服
の
観
点
か
ら
、
大
洋
州
諸
国

か
ら
若
手
リ
ー
ダ
ー
を
日
本
に
招
い
て
人
材

育
成
の
機
会
を
提
供
す
る
と
表
明
し
ま
し
た
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
こ
れ
を
受
け
て
今
年
度
か
ら

開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
、
18
年
ま
で

に
約
１
０
０
人
を
受
け
入
れ
る
予
定
で
す
。

トリブバン国際空港の管制塔

UHCイベントでスピーチする北岡理事長

ハイレベルパネルでスピーチする安倍総理

ぜ
い
じ
ゃ
く

沖縄県庁を表敬訪問した研修員たち
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